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Abstract
　This study describes the actual situation of international student acquisition efforts 
from 2016 to 2020 by the target universities and focuses on support projects for 
international students offered by the regions in which the target universities are 
affiliated. The effectiveness of this project will be examined from the perspective of one 
university employee, who is involved in these efforts. 
　This is an international student support project in which industry, academia and 
government cooperated, but in many cases, the target universities themselves already 
possessed the know-how and had implemented it. At present, the effect is limited from 
the viewpoint of universities. It is essential for the establishment of cooperative support 
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　この大学では 4 月からの入学のほか，10月からの秋入学も実施しており，各年度 4 月時
点での 1 年次の入学者数には前年秋入学の学生も数えられる。よって，表 1 においては
2015年10月に入学した 2 名と2016年 4 月に入学した148名を足した数（150名）が，2016年
の 4 月時点での 1 年生であり，定員充足を考えるうえでの対象となる。
　さて，ａ大学の2020年 4 月時点の 1 年次入学者数は，定員である170名を大きく超える
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年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
学期 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春























年度別入学者数（名） 150 190 189 198 209











年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
在籍学生数（名） 680 745 766 788 847
収容定員充足率（％） 91.9 100.7 103.5 106.5 114.5
うち留学生数（名） 124 162 146 151 155








年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
学期 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春
学期別編入学者数（名） 32 13 28 17 23 15 26 12 33 1
うち留学生数（名） 32 12 28 16 23 14 26 10 33 1
年度別編入学者数（名） 45 45 38 38 34












る。高等教育の無償化 4 ）（2020年 4 月施行）による進学の後押しや，大学入試改革を受け
て難関大への進学を見送る動きがあったこと 5 ），そして特に大都市圏の大学の入学定員管
理の厳格化 6 ）も地方大学には後押しとなった。ａ大学もこうした国の政策の余慶を受けた
3 ）表 1 に対応させ，前年秋の編入学者数と合わせて，各年度 4 月時点での編入学者数を示した。
4 ） 文部科学省ホームページ「高等教育無償化の制度の具体化に向けた方針について」（2020年 4 月 4 日
閲覧）https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/detail/1412286.htm
5 ） 日本経済新聞2020年 1 月 5 日「大学入試改革，仕切り直し 2020年の教育展望」（2020年 4 月 4 日閲覧）
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO53947270X21C19A2TCL000/
6 ） 文部科学省ホームページ「平成31年度以降の定員管理に係る私立大学等経常費補助金の取扱につい
て」（2021年 2 月 6 日閲覧）
















まとめると下表の通りとなる（表 4 ）。 9 つの国・地域に，新たに25の教育機関と協定を
結んでいる。
　表 4：新規協定締結校（2015年～ 2020年）
国・地域名 校数 国・地域名 校数 国・地域名 校数
アメリカ 5校 カナダ 1校 ベルギー 1校
オランダ 1校 中国 7校 香港 3校








































7 ）2020年 4 月に電話を用いた簡易なインタビューを実施。
8 ）外国人技能実習生を巡っては，不当な扱いをする事業者についての報道も多い。



















　まずは「学」，すなわち教育機関としてＡ県内の大学 8 校，短期大学 2 校，高等専門学
校 1 校が加盟している。その所在地は県庁所在地に留まらず，県全域に広く分布してい
る。ａ大学もそのうちの 1 校として含まれる。
























大学は学部生と併せ283名が学んでいる。全体で言えば，Ａ県下で学ぶ留学生の 3 分の 1
が短期留学生ということになる。
表 5：Ａ県下の大学，留学身分・資格別在籍者数（2018年 5 月 1 日時点）（名）
私立大 国公立大 短大 高専
計
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
学部
学生
153 270 33 107 28 268 25 45 4 591
（31） （14） （172） （15） （232）
院生
2 9 1 277 10 299
（13） （13）
研究生




130 1 43 80 3 1 7 265








283 273 76 188 72 4 576 38 52 4 1566

























とを目指した企画のようだ。留学生 9 名，日本人学生 2 名が 1 泊 2 日の日程で参加してい
る。
　⑤は県内 2 か所で開催され，延べ39名が参加したビジネス日本語のセミナーである。 2









































ア 県内日本語学校 説明会 参加学生19名　各校プレゼン 5 分の後，ブース対応
イ 県外日本語学校 説明会 参加学生60名　ブース個別相談
ウ 県外日本語学校 説明会 参加学生60名　イと同一機関（同日 2 回目）
エ 県外日本語学校 説明会 参加学生20名　ブース個別相談
オ 県外日本語学校 説明会 参加学生20名　各校プレゼン 5 分の後，ブース対応
表 7： 海外機関訪問等実績
地域情報 目的 備考／概要
カ チェンマイ フェア ブース来場者40名　
いずれも日本学生支援
機 構 主 催 の 日 本 留 学
フェア
キ バンコク フェア ブース来場者28名　
ク 釜山 フェア ブース来場者30名　
ケ ソウル フェア ブース来場者32名　
コ ホーチミン フェア ブース来場者40名　
サ ハノイ フェア ブース来場者25名　
シ マカオ 説明会 参加学生10名，参加した県下大学 2 校の説明会ほか
ス 香港 視察 香港日本留学フェア視察
セ 香港 訪問 短大相当 2 校，大学 2 校，その他機関 4 か所
ソ 吉林省長春 説明会 現地大学関係者への県下大学の紹介ほか
タ 吉林省延辺 説明会 現地大学関係者への県下大学の紹介ほか
チ ホーチミン 訪問 日本情報誌編集部，県下大学の協定大学
ツ ダナン 訪問 日本語学校 2 校，技能実習生送出機関
テ ダナン 説明会 参加学生約50名，参加した県下大学 2 校の説明会他




































18 （年に 2 回開催ということだが）
19 はい。年に，春と秋， 2 回やっています。
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